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本 管

設計者

工事名 ＊＊＊＊＊

位　置

(路線名)

縮　尺

箇　所

課　長

宮城県亘理町

図　名

＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊

図面番号

NON

＊＊＊＊＊

下水道管注意

埋設標識テープ（幅15cm）

(建込簡易土留工)

掘削幅寸法表(mm)

掘　　　削　　　深
管　種

管　径

(d) 3.0m以下 3.5m以下 4.0m以下 6.0m以下

1400

14001150

11501050

1050950

900φ150

φ200

硬質塩化

ビニル管

本管寸法表(硬質塩化ビニル管)(mm)

管呼び径(d) 管外径(D) 基礎厚

150

200 216

165 100

100

埋設管表示テープ（幅5㎝）

Ｂ区分

Ａ区分

GL-500

Ｈ＝１．５ｍ超え（土留工） Ｈ＝１．５ｍ以下（素掘り）

掘 削 工

掘削幅

機械掘削 機械掘削
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1
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0.
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掘削上幅

掘削下幅

掘削幅

d d

GL-500

Ｈ＝１．５ｍ超え（土留工） Ｈ＝１．５ｍ以下（素掘り）

舗 装 舗 装

掘
削

深
 H

300＋D＋300

（300＋D＋300）＋H×0.2
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A

H－
A

D
＋
1
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＋
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0
H－

B
－

A－
（

D＋
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0＋
1
00

）
B

A

D
1
00

1
00

埋設標識テープ（幅15cm）

埋設管表示テープ（幅5㎝）

硬質塩化ビニル管

掘
削

深
 H

H－
B
－

A－
（

D＋
10

0＋
1
00

）
B

A
D
＋
1
00

＋
10

0

埋設管表示テープ（幅5㎝）

路 盤路 盤

Ｂ区分

Ａ区分

埋設標識テープ（幅15cm）

1:
0.1

1:
0
.1

掘削下幅
1
00

D
1
00

300＋D＋300

（300＋D＋300）＋H×0.2

掘削上幅

本管土工標準図

※ 埋戻し方法は液状化対策を施す。

 （下水道施設の耐震対策設計指針と解説‐2014年版‐日本下水道協会）

　(改良土：一軸圧縮強度 50kPa～100kPa)

埋戻し

埋戻し

埋戻し

埋戻し



3.5mを超え

▽ＧＬ ▽ＧＬ

建込み簡易土留工

平 面 図

断 面 図

掘削幅寸法表(mm)

プレート厚寸法表（mm）

掘
削

幅

300030003000

掘
削

深

掘削幅

管　種
掘　　　削　　　深

硬質塩化

ビニル管

管　径

(d) 3.0m以下 3.5m以下 4.0m以下 6.0m以下

φ150 900

950φ200

1050

1050 1150

1150 1400

1400

掘 削 深 3.5m以下

65 105

6.0m以下

(mm)

プレート厚

軽量鋼矢板土留工

平 面 図

4000 4000 4000

掘
削

幅

2500

750750

15002500

750750

15002500

断 面 図
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深
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2
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軽量鋼矢板
アルミ腹起し材

切梁用サポート

アルミ腹起し材 切梁用サポート

軽量鋼矢板

土留工標準構造図

設計者

工事名 ＊＊＊＊＊

位　置

(路線名)

縮　尺

箇　所

課　長

宮城県亘理町

図　名

＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊

図面番号

NON

＊＊＊＊＊

※ 支保材は掘削深が2.00ｍ以下は１段、2.00ｍを超える場合は２段とする。

※ 切梁設置位置は工事箇所により計算の上決定すること。



※ 鉄蓋には、汚水（О）・雨水（Ｕ）、幹線（幹）・枝線（枝）、路線番号、設置年度を明示する。

S=1:20
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位　置

(路線名)
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箇　所
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図　名

＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊

図面番号

S=1:40

＊＊＊＊＊

組立式１号マンホール標準構造図
S=1:40

底 部 工

タイプＢタイプＡ

90
0

60
0

B

A’

B’

平 面 図

マンホールソケット マンホールソケット

（止水可とう継手） （止水可とう継手）

A

インバート

(18-8-40)

インバート

(18-8-40)

鉄蓋及び蓋受け金物

6
24

4
2

121
1
0 40

タイプＤタイプＣ

斜　壁

75

ＧＬ

75

ＧＬ

t

t

D

インバート

110

直　壁

RC-40

直　壁

1/100 1/100

A－A’断 面

820

600110 110

900

7575

900

1100

底　版

基礎砕石

マンホールソケット マンホールソケット

インバート

（止水可とう継手） （止水可とう継手）

(18-8-40)

マ
ン

ホ
ー

ル
深

500

25 25

820

600

B－B’断 面

900

500

900

1100

110

調整金具

調整リング

底　版

基礎砕石

25
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ン
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ー
ル

深

マ
ン

ホ
ー

ル
組

立
高

1
70

1
3
0 30

0

2
00

(18-8-40)

RC-40

25

75 75

75 75

躯体ブロック

鉄　蓋

(転落防止機能付）

蓋種別 道路種別

T-25

T-14

インバート

(18-8-40)

インバート

(18-8-40)

転落防止梯子

※ マンホール深が2m以上の場合、転落防止梯子を設置する。

国道・県道・都市計画道路等(車道)

上記以外の一般道路(車道)・(歩道)

φ820

φ600

φ760

φ666

φ646

マンホール番号
汚水・雨水 路線番号 設置年度

No.○○-○

No.□□-□ Ｕ

Ｏ

① ②

枝

幹 １

１

③ ④

－

１ －

０

⑤ ⑥

１

１ Ｒ

Ｒ

⑦ ⑧

０

０ １

１

⑨

⑨
⑧
⑦
⑥
⑤

③
④

②

① 社
章

※ 管渠径600mm以下のマンホールの最大間隔は75mとする。

足掛金物

※ 足掛金物の位置は原則としてマンホ－ル下流側に取り付ける。

 （ただし車道の片側に占用を考えた場合等、状況により歩道側の方へ足掛金物を取り付ける。）



※ 鉄蓋には、汚水（О）・雨水（Ｕ）、幹線（幹）・枝線（枝）、路線番号、設置年度を明示する。
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底 部 工

タイプＢタイプＡB

A’
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蓋種別 道路種別
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T-14

インバート

(18-8-40)

インバート

(18-8-40)

転落防止梯子

※ マンホール深が2m以上の場合、転落防止梯子を設置する。

国道・県道・都市計画道路等(車道)

上記以外の一般道路(車道)・(歩道)

φ820

φ600

φ760

φ666

φ646

マンホール番号
汚水・雨水 路線番号 設置年度

No.○○-○

No.□□-□ Ｕ

Ｏ

① ②

枝

幹 １
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－
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※ 管渠径600mm以下のマンホールの最大間隔は75mとする。

組立式０号マンホール標準構造図

マンホールソケット

（止水可とう継手） （止水可とう継手）

マンホールソケット

75
0

60
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RC-40
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底　版

基礎砕石

マンホールソケット

（止水可とう継手）
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直　壁

直　壁
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躯体ブロック
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750足掛金物

※ 足掛金物の位置は原則としてマンホ－ル下流側に取り付ける。

 （ただし車道の片側に占用を考えた場合等、状況により歩道側の方へ足掛金物を取り付ける。）



（18-8-40）

RC-40

（1号人孔用内副管）

内副管標準構造図

設計者
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位　置

(路線名)

縮　尺

箇　所

課　長
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図　名

＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊

図面番号

内副管構造図

S=1:40

単位：mm

S=1:40

平 面 図

断 面 図

寸法表

内副管継手

75

90
0

75

D
H

75 900 75

副
管

高
ｈ

D

流入管

内副管継手

内副管用支持金具

９０゜曲管

流出管底高

インバ－ト

底　版

基礎砕石

本管径

φ150

φ200

φ250

副管径

φ100

φ150

φ200

※ 副管の向き等、上記により難しい場合は下水道担当部署と協議の上決定する。

※ 設置条件はH=600㎜以上とする。



保護管蓋　φ300

内蓋　φ300

75

ゴム輪受口片受直管

切込砕石RC-40

沈下防止板
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570

75 420 75
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42075 75

保護管蓋　φ300

内蓋　φ300

沈下防止板

切込砕石RC-40

調整用立管φ300

設計者
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位　置
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S=1:20

鉄蓋及び蓋受け金物

マンホール番号
汚水・雨水

No.○○-○

No.□□-□ Ｕ

Ｏ

①

① 社
章

蓋種別 道路種別

T-25

T-14

国道・県道・都市計画道路等(車道)

上記以外の一般道路(車道)・(歩道)

※ マンホール深は1.5m未満とする。

※ マンホールの最大間隔は50mとする。

※ 鉄蓋には、汚水（О）・雨水（Ｕ）を明示する。

塩ビ製小型マンホール標準構造図



設計者

工事名 ＊＊＊＊＊

位　置

(路線名)

縮　尺

箇　所

課　長

宮城県亘理町

図　名

＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊

図面番号

＊＊＊＊＊

NON

宅内排水設備平面図

雨水

雨水

汚水公共汚水桝

下
水
道

水
路
・
側
溝
等 雨とい 雨とい

雨とい 雨とい

台　所

洗面所

風　呂便　所

町管理 個人負担工事
使用者管理

公共下水道 排水設備

特記４：宅内排水設備（汚水）の最小土被りは20cmとする。

特記５：宅内排水設備（汚水）管径は内径100mmを原則とする。

特記６：宅内排水設備（汚水）勾配は20‰を原則とする。

特記７：宅内排水設備ます（汚水）は、排水管の延長が、その管径の120倍を超えない範囲内において排水管の維持管理上適切な箇所に設置する。

　　　　（排水管径が100mmの場合は、『100mm×120＝12,000mm＝12m』となる。）

特記８：雨水ますの底部には、深さ15cm以上の泥だめを設ける。

　　　　『下水道排水設備指針と解説（（公社）日本下水道協会』および『亘理町下水道条例施行規則』の最新版に準拠する。

特記１：宅内排水設備の設置・構造は、『下水道施設計画・設計指針と解説（（公社）日本下水協会）』、

特記３：便所からの排水管は、排水主管のますに鋭角に合流するように接続し、必要に応じて段差を設け主管側への汚物等の逆流を防止する。

特記２：汚水ますは原則として2cm程度の落差を設ける。

特記９：上記により難い場合は、下水道担当部署と協議の上決定する。
※ 上記により難い場合は、下水道担当部署と協議の上決定する。

※ 取付管と既存地下埋設物との横断離隔は、原則30cm以上とする。

※ 末端管きょにおける最上流部の取付管は、マンホール直接接続とする。

※ 公共汚水桝設置位置は、公私境界から宅地側に公共汚水桝を含めて1m以内とする。

※ 支管と支管との間隔は1m以上とする。

※ 汚水本管がφ150mmの場合、取付管径φ125mmとする。

断 面 図

公私境界

公私境界公私境界

φ200

公共汚水桝

φ200

1000

φ200

公共汚水桝φ200

φ150(φ125)

φ150(φ125)

直　　管

15゜自在曲管

（止水可とう継手）

マンホールソケット

取付管布設延長

10‰以上

10‰
以上

10‰以上

φ150(φ125)

15゜自在曲管
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15゜自在曲管
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取付管標準構造図
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汚水桝標準構造図
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防護鉄蓋

※ 疑義が生じた場合は、下水道担当部署と協議の上決定する。

※ 亘理町指定の蓋を設置する。

※ 現場状況に応じ、公共汚水桝の横型と縦型を適切に選定する。

車乗入部

90゜支管

90゜支管

60゜自在支管
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Ｂ区分

Ａ区分

GL-500

Ｈ＝１．５ｍ超え（土留工） Ｈ＝１．５ｍ以下（素掘り）

掘 削 工

掘削幅

機械掘削 機械掘削
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掘
削
深
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舗 装 舗 装

掘
削

深
 
H

A

1
:0.1

1
:0

.1

掘削上幅

掘削幅

d d

GL-500

Ｈ＝１．５ｍ超え（土留工） Ｈ＝１．５ｍ以下（素掘り）

舗 装 舗 装

掘
削

深
 
H

H－
A

H
－

A

B
A

D
10

0

埋設標識テープ（幅15cm）

埋設管表示テープ（幅5㎝）

硬質塩化ビニル管

掘
削

深
 
H

B
A

埋設管表示テープ（幅5㎝）

路 盤路 盤

Ｂ区分

Ａ区分

埋設標識テープ（幅15cm）

1:0
.1

1:
0.

1

10
0

D

下水道管注意

埋設標識テープ（幅15cm）

掘削幅寸法表(mm)

管　種
管　径

(d)

900硬質塩化

ビニル管

管呼び径(d) 管外径(D)

埋設管表示テープ（幅5㎝）

125

150 165

140

2.5m以下

900

φ125

φ150

掘削深

取付管寸法表(硬質塩化ビニル管)(mm)

※ 本管径φ150の場合、取付管径φ125mmとする。

※ 本管径φ200以上の場合、取付管径φ150mmとする。

取付管

取付管

550＋H×0.2

掘削下幅

550

D
＋

10
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－
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A－
（
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）

H－
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（

D＋
10
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1
00

掘削下幅

掘削上幅

550＋H×0.2

550

取付管土工標準図

※ 埋戻し方法は液状化対策を施す。

　(改良土：一軸圧縮強度 50kPa～100kPa)

 （下水道施設の耐震対策設計指針と解説‐2014年版‐日本下水道協会）

埋戻し

埋戻し

埋戻し

埋戻し
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仮復旧 本復旧 仮復旧 本復旧

４５°

仮復旧 本復旧

　 　　 　
仮復旧 本復旧

　 　

仮復旧 本復旧

４５°

県道（車道部） 県道（歩道部） 町道Ⅰ（車道部）

町道Ⅱ（車道部） 町道（歩道部） 町道（砂利道）

表　層　工（再生密粒度Ａｓ２０Ｆ）          ｔ＝　５ｃｍ

上層路盤工（再生歴青安定処理路盤材）        ｔ＝　６ｃｍ

下層路盤工（再生クラッシャーランＲＣ－４０）ｔ＝３７ｃｍ

表　層　工（再生密粒度Ａｓ１３）　          ｔ＝　５ｃｍ

下層路盤工（再生クラッシャーランＲＣ－４０）ｔ＝４３ｃｍ

表　層　工（再生細粒度Ａｓ１３）         　　 ｔ＝  ３ｃｍ

下層路盤工（再生クラッシャーランＲＣ－４０）  ｔ＝１０ｃｍ

表　層　工（再生密粒度Ａｓ１３）      　　  ｔ＝  ３ｃｍ

下層路盤工（再生クラッシャーランＲＣ－４０）ｔ＝１０ｃｍ

表　層　工（再生密粒度Ａｓ１３）          　 ｔ＝　３ｃｍ

下層路盤工（再生クラッシャーランＲＣ－４０） ｔ＝３０ｃｍ

　表　層　工（再生密粒度Ａｓ２０Ｆ）          ｔ＝　５ｃｍ

　上層路盤工（再生歴青安定処理路盤材）        ｔ＝　６ｃｍ

　下層路盤工（再生クラッシャーランＲＣ－４０）ｔ＝３７ｃｍ

　表　層　工（再生密粒度Ａｓ２０Ｆ）          ｔ＝　５ｃｍ

　上層路盤工（再生歴青安定処理路盤材）        ｔ＝　６ｃｍ

　下層路盤工（再生クラッシャーランＲＣ－４０）ｔ＝３７ｃｍ

　表　層　工（再生細粒度Ａｓ１３）      　　  ｔ＝  ３ｃｍ

　下層路盤工（再生クラッシャーランＲＣ－４０）ｔ＝１０ｃｍ

　下層路盤工（再生クラッシャーランＲＣ－４０）ｔ＝２０ｃｍ

　表　層　工（再生密粒度Ａｓ２０Ｆ）  　      ｔ＝　５ｃｍ

　下層路盤工（再生クラッシャーランＲＣ－４０）ｔ＝２８ｃｍ

　表　層　工（再生細粒度Ａｓ１３）    　　    ｔ＝  ３ｃｍ

　下層路盤工（再生クラッシャーランＲＣ－４０）ｔ＝１０ｃｍ
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影響幅
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舗装復旧標準図
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掘削幅＝路面復旧幅


